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○軽スポーツ活動の企画および余暇活動の支援…第３日曜日他(コロナにより休止中）

―障害児者のスポーツ活動　文化活動と生活の支援―

ハンディキャップ･しあわせ･サポート･クラブ

○障害福祉サービス事業所の運営
　　障害者（児）地域生活支援ステーション千曲

　　事業内容
○グループホームの運営
　　HSSC大林ホーム：7名／HSSC若林ホーム：４名／HSSCゆめホーム：6名

事業所紹介・活動の様子 

 平成６年５月８日ﾊﾝﾃﾞｨｷｬｯﾌﾟ･ｽﾎﾟｰﾂ･ｻﾎﾟｰﾄ･ｸﾗﾌﾞ（略称H・S・S・S）の活動が始まりました。

普通の子どもなら友達同士でいろいろな事をやっていけますが知的障害の子ども達は、ｻﾎﾟｰﾄな

しでは仲間作りもできないのです。 

 近年障害者ｽﾎﾟｰﾂに対する理解が深まり、大会なども開催されるようになりました。大変嬉し

いことです。しかし障害の重い人達に対するｽﾎﾟｰﾂ活動は皆無であり、通所施設、共同作業所等

に於いても通常の作業を行うのが精一杯でｽﾎﾟｰﾂ・余暇活動を定期的に行う余裕はありません。

そこでHSSCは、‟どの子にもチャンスと場を”を合い言葉に19年間試行錯誤繰り返しながら

色々と工夫してきました。ﾊﾝﾃﾞｨのある子供達にｽﾎﾟｰﾂや余暇化圧胴を通して、ﾊﾞﾗﾝｽ感覚・筋

力・集中力・体力等の向上を考え、健康で明るく育ってほしいと願って、支援活動を続けてきま

した。最近は参加者も増加し会員は40数名になりました。ことに小・中・高校生やﾎﾞﾗﾝﾃｨｱの参

加も増え、ﾒﾝﾊﾞｰ以外に他の地域のｸﾞﾙｰﾌﾟの参加者も多くなり、又参加したい声が各地から聞か

れます。健常児だって小さい時から同年代の友達と一緒に遊び汗を流しているから友達が存在し

ているのです。障害児者は友人関係が上手に出来ないのだから、小さい時から健常児以上に‟ﾁｬﾝ

ｽと場を”用意してやる必要があると思います。そのような事から、彼らの人間関係も広がり、

生活の質も向上し希望が生まれる事を期待して、継続してｽﾎﾟｰﾂ活動・余暇活動・文化活動が出

来る環境を整えて行く必要があります。 

    

 ‟これからの地域に生きるﾉｰﾏﾗｲｾﾞｲｼｮﾝ”を考えた時、子供達の成長と共に将来の就労の場の問

題、親が年をとったり病気になった時、彼等の生活の場など支援ｻｰﾋﾞｽｼｽﾃﾑを用意する必要があ

ります。殊に知的障害者は養護学校卒業後も自立の為の生活訓練を続けていくことが大切だと思


